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   Clinical effects of allylestrenol were studied on 26 patients with benign prostatic hyper-
trophy with urinary disturbances. Allylestrenol was administered at the dose of 50 mg/day 
given twice a day for more than 10 weeks. Evaluation of the drug efficacy was made based 
on urodynamic and ultrasonographic findings. One of the 26 cases dropped due to a side-
effect (vertigo) and another due to defusal of treatment. The efficacy rate was 50%. Side-
effects were observed in 2 cases (1 with decrease of potency and the other with vertigo) 
but were mild. It was concluded that allylestrenol is useful for treatment of urinary disturbances 
caused by prostatic hypertrophy.




















よる排尿状態の変化 とか ら観察検討した ので報告す
る.
薬剤の組成と性状
使 用 した 薬 剤 は,日 本 オ ル ガ ノ ン(株)よ り提 供 さ
れ た黄 体 ホ ル モ ン作 用 が 強 い合 成 ゲ ス タ ー ゲ ン製 剤 で
一般 名 を ア リル エ ス ト レノ ール と称 し,化学 名 は17α一
ally1-17β一hydroxy-estr-4-eneで構 造 式 はFig.1に
示 す ご と くで あ る.
本 剤 は経 口投 与 で 強力 な黄 体 ホ ル モ ン作 用 が あ る こ
とか らす で に産 科 領 域 で流 早 産 の防 止 に 広 く用 い られ
ON
NCH,-CH=CH,
一 般 名 ア リル エ ス ト レ ノ ー ル(allylestrenol)
化 学 名17α 一allyl-17Q-hydroxy-estr-4-ene
分 子 式C21H320
分 子 量300.48

















































































Fig.2・正 常 成 人 男子 のMFR .nomogram
488 泌尿紀要32巻3号1986年
Table1.症例 一 覧 表




有効 性 安 全 性
(副作用)
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な し
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や や 有 用
有 用




















排尿開始 排尿時間 排尿時の 尿 線 の
漁 の 遅 れ の 延 長Nき み 勢い低下
前 後 前 後 前 後 前 後
残 尿 感 直 腸 診 夜 間 尿
回 数































































































































































































































































































































































































































3=中 尊度 障 害
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Table3.自覚症状改善度一覧表
改 善 不 変 悪 化 合 計
排尿開始の遅れ
排尿時 間の延長










































































































終 了 時 終 了4～8W後
.(N=6)










































前 立 腺 肥 大 症 の原 因 に つ い て,従 来 よ りホ ル モ ン
説,代 謝 栄 養 説,腫 瘍説,人 種 的 社 会 的 要 因 な どが挙
げ られ 論 議 され て い るが11),未だ 明 らか でな い.た だ
し,基 礎 的 な 実験 的 研究 や 臨 床 例 か ら,現 在 の とこ ろ
ホ ル モ ン説 が 最 も有 力 で あ る.す なわ ち,実 験 的研 究
に お い て はJacobi(1978)12)によ る と,前 立 腺 内
の 男性 ホ ル モ ン の 代謝 は5a-reductionと3-keto-
reductionとに よ っ て,dihydrotestosteroneとan-
drostanediolとに 変 換 され る が,ヒ トの 前 立腺 や 肥 大
した イ ヌの 前 立腺 で は3a-androstanediolカミ増 加 し
てい る こ とか ら,本 疾 患 の発 病 にandrostanediolが
関係 あ る と述 べ て い る.ま た,WalshとWilson
ら(】9フ6)13)は,estradiolとandrostanediolとを除
睾 した 成 犬 に投 与 し,動 物 では 初 め て ホ ル モ ンに よる
前 立 腺 肥 大 を作 っ て い る.臨 床 例 で は ホ ル モ ン説 を裏
づ け る事実 は,前 述 の ご と く加 齢 と と もに 本疾 患 が発
症 しや す い こ とや,室 官 症 や 下 垂 体 機 能不 全症 では 本
疾 患 の 発 生 が み られ ない こ と,さ らに は 睾丸 摘 除 に よ
り前 立腺 が縮 小す る こ とな どが あ る.
これ らの こ とか ら,前 立 腺 肥 大症 の保 存 的治 療 を考




























































































ス トレノールは経口剤で投与 しやす く,臨床効果もま
492 泌尿紀要32巻3号1986年
ずまずの成績であ り,副作用もほ とん どないことか
ら,臨床上有用と考えられる.
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